
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
樹
木
が
茂
っ
て
い
る
、
刈

て
ほ
し
い
」
と
の
質
問
に
対

平成

（
案
）
が
楠
木
会
長
よ
り
提
案
の
途

、
逢
沢
副
大
臣
が
お
見
え
に
な
り
、

議

総会参
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 花 

発

行

責

任

者 

楠

木

忠

司 

編

集

者 

広

報

部 

早拶会に諸なり飛忙っま

 

が合算

 

り見

 

さ持７かに部そらる次「スし望詳

 

当
日
の
午
後
５
時
過
ぎ
に
は
町
内
会
役
員

が
集
ま
り
、
机
や
椅
子
を
並
べ
会
場
設
営
を

行
い
、
午
後
５
時
30
分
頃
に
は
準
備
が
整
い

ま
し
た
。
開
始
時
間
の
午
後
６
時
前
に
は
代

議
員
や
役
員
で
集
会
所
は
ほ
ぼ
満
員
と
な
り

ま
し
た
。
総
会
は
則
武
聡
副
会
長
の
開
会
の

挨
拶
に
始
ま
り
、
次
に
議
長
選
出
に
移
り
ま

し
た
。
執
行
部
一
任
と
の
声
が
あ
り
、
事
前16 年度事業計画・予算案を提案する楠木町内

に
お
願
い
し
た
花
尻
本
町
西
班
の
吉

田
光
義
さ
ん
が
総
会
の
議
長
に
就
任

ま
し
た
。 

し

 

議
長
就
任
の
挨
拶
の
後
、
楠
木
会
長

か
ら
「
町
内
の
市
街
化
区
区
域
の
下
水

道
整
備
も
ほ
ぼ
終
わ
っ
た
。
次
に
調
整

区
域
の
整
備
に
向
け
て
努
力
し
た
い
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
普
及
に
取
り
組

み
た
い
。
今
年
度
も
昨
年
度
の
事
業
を

基
本
的
に
踏
襲
す
る
。
皆
様
の
ご
協
力

を
お
ね
が
い
し
た
い
。
」
と
の
挨
拶
が

り
ま
し
た
。 

あ

 

続
い
て
、
お
忙
し
い
中
を
ご
出
席
い

た
だ
い
た
波
多
県
議
か
ら
「
笹
ヶ
瀬
川

以
西
の
課
題
に
つ
い
て
積
極
的
に
取

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ

ま
し
た
。 

次
に
平
成
15
年
度
の
事
業
の
報
告

則
武
宣
弘
副
会
長
か
ら
、
平
成
15

度
決
算
報
告
が
太
田
会
計
か
ら
、
監

報
告
が
高
垣
会
計
監
査
よ
り
あ
り

し
た
。 

そ
し
て
、
事
業
報
告
、
決
算
に
対
す

質
疑
応
答
に
入
り
ま
し
た
が
、
別
に

疑
も
な
く
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ

し
た
。 

続
い
て
、
平
成
16
年
度
の
事
業
計

平成１６年度の事業計画、予算等を決める！ 
長には本町西の吉田光義さんを選出 来賓として逢沢副大臣、波多県議 

 

４
月
４
日
（
日
）
平
成
16
年
度
町
内
会
総
会
を
代
議
員
・
役
員
約
90
人
が
参
加
し
、

後
６
時
よ
り
花
尻
集
会
所
で
開
催
し
ま
し
た
。 
午

 
ま
た
、
来
賓
と
し
て
お
忙
し
い
中
、
逢
沢
一
郎
外
務
副
大
臣(

衆
議
院
議
員)

、
地
元
の

多
県
議
会
議
員
に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

波

 

総
会
は
午
後
６
時
に
始
ま
り
、
平
成
15
年
度
事
業
・
決
算
報
告
、
平
成
16
年
度
事
業

計
画
・
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認
し
、
午
後
７
時
10
分
ご
ろ

町
内
会
総
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。 
 
て次よのてをがょ園っ
りり

 

が年査ま

 

る質ま

 

画中
速
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。
挨

で
は
「
日
頃
か
ら
花
尻
町
内

の
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話

な
っ
て
い
る
。
今
国
も
尖
閣

島
や
北
朝
鮮
、
イ
ラ
ク
問
題

ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
お

、
多
忙
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

行
機
で
上
京
し
、
明
日
か
ら

し
く
な
る
」
と
の
挨
拶
が
あ

た
後
、
岡
山
空
港
に
向
か
い

し
た
。 

続
い
て
、
事
業
計
画
の
提
案

続
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

わ
せ
て
平
成
16
年
度
の
予

（
案
）
も
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
質
疑
に
入

、
四
人
の
方
か
ら
質
問
、
意

が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
ず
、
き
き
ょ
う
町
の
佐
藤

ん
よ
り
、「
集
会
所
会
計
へ
の

ち
出
し
が
、
15
年
度
と
比
べ

万
円
少
な
い
が
ど
う
し
て

」
と
の
質
問
が
あ
り
、
そ
れ

対
し
、「
集
会
所
使
用
料
の
一

が
未
整
理
と
な
っ
て
い
る
。

れ
を
整
理
す
れ
ば
、
こ
の
く

い
で
大
丈
夫
と
判
断
し
て
い

」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

に
、
本
町
の
赤
井
さ
ん
よ
り

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
カ
ラ

対
策
と
か
さ
上
げ
を
し
て
ほ

い
」
と
の
質
問
に
対
し
、「
要

に
添
う
よ
う
に
し
て
い
く
。

細
は
保
健
衛
生
部
で
協
議
し

い
く
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

に
、
き
き
ょ
う
町
の
堀
さ
ん

り
、「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

ご
み
出
し
の
モ
ラ
ル
が
欠
け

い
る
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

大
切
に
す
べ
き
」
と
の
意
見

あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
き
き

う
町
の
則
武
さ
ん
よ
り
「
公

し
、
「
公
園
緑
地
課
に
伝
え
る
」
と

の
事
で
し
た
。
そ
の
他
に
は
意
見
、

質
問
も
な
く
全
会
一
致
で
平
成
16

年
度
事
業
計
画
、
予
算
は
決
ま
り
ま

し
た
。 

 

続
い
て
、
議
長
解
任
の
挨

拶
、 

最
後
に
則
武
政
都
副
会
長
よ
り
閉

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

会

 

午
後
７
時
10
分
頃
全
て
の
日
程

終
了
し
ま
し
た
。 

が

 

代
議
員
、
町
内
会
役
員
の
皆
さ加者の皆さんと質問をする佐藤さん(ききょう町) 来賓として出席頂いた逢沢副大臣と波多県議 
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【
 

平
成
16
年
度
事
業
計
画
の

基
本
は
「
住
み
や
す
い
町
内
住

環
境
の
整
備
、
町
民
相
互
の
ふ

れ
あ
い
と
交
流
、
岡
山
市
や
他

町
内
会
と
の
連
携
・
交
流
、
安

心
・
安
全
の
街
づ
く
り
」
を
中

に
事
業
を
行
う
。 

は
じ
め
に
】 

心

 

住
環
境
の
整
備
と
し
て
は
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
改
修
、

花
尻
本
町
の
下
水
道
の
早
期
整

備
、
道
路
や
用
排
水
路
の
改

修
・
整
備
、
交
差
点
改
修
を
目

指
す
と
と
も
に
事
業
の
前
進
を

り
ま
す
。 

図

 

安
全
・
安
心
の
街
づ
く
り
で

は
防
犯
灯
の
設
置
、
交
差
点
の

改
良
を
行
う
。
ソ
フ
ト
面
で
は

防
火
教
室
、
安
全
施
設
の
点
検

行
う
予
定
で
す
。 

を

 

町
民
相
互
の
親
睦
と
交
流
事

業
の
な
か
で
、
町
内
会
主
催
の

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
、
春
・
夏
・
秋
ま
つ
り
、

囲
碁
・
将
棋
・
五
目
並
べ
大
会

等
を
取
り
組
む
。
ま
た
、
学
区

各
団
体
の
事
業
に
は
積
極
的
に

参
加
を
行
う
。
中
で
も
、
学
区

民
体
育
大
会
で
は
２
年
連
続
の

Ｗ
（
競
技
の
部
、
応
援
の
部
）

勝
を
目
指
し
ま
す
。 

優

 

平
成
16
年
度
も
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
維
持
・
更
新
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
う
。
そ
の
為
に

編
集
委
員
会
の
開
催
、
サ
イ
ト

会
員
の
拡
大
・
充
実
が
必
要
で

あ
る
。
現
在
、
会
員
は
20
人
を

超
え
て
い
る
が
更
に
拡
大
を
目

指
し
、
電
子
回
覧
板
や
意
見
箱

な
ど
の
設
置
に
向
け
た
努
力
を

行
い
ま
す
。 

り在付道のるいて

 

はすね箇ソ月み（資③出強は処
 

【い①

 

り

 

～
８
月
１
日
）
を
さ
け
８
月
７
日

 

そ
の
他
事
業
に
つ
い
て
は
15

度
を
踏
襲
し
ま
す
。 

年

 
 【

町
内
会
加
入
促
進
に
つ
い

】 

て

 

平
成
16
年
度
は
２
年
ぶ
り
に

「
町
内
会
名
簿
」
を
作
成
し
た
。

名
簿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
組
織

部
、
町
内
役
員
の
方
に
加
入
促
進

に
ご
尽
力
を
頂
き
、
一
定
の
成
果

が
あ
っ
た
が
、
ま
だ
多
く
の
町
内

会
未
加
入
世
帯
が
あ
る
。
未
加
入

者
の
ほ
と
ん
ど
は
ア
パ
ー
ト
居
住

者
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
も
ア

パ
ー
ト
の
オ
ー
ナ
ー
、
不
動
産
業

者
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
町
内

会
役
員
会
と
し
て
組
織
部
を
中
心

に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
い
ま

。 

す

 

【
住
み
よ
い
住
環
境
を
め
ざ

て
】 

し

 

住
み
や
す
い
町
内
に
す
る
た

め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
取

組
み
を
行
い
ま
す
。 

り

 

ハ
ー
ド
面
で
は
道
路
や
用
排
水

路
の
改
修
を
県
や
市
に
要
請
し
て

い
く
。
特
に
シ
ュ
フ
レ
前
の
交
差

の
改
修
に
つ
い
て
は
県
や
市
、

Ｒ
に
引
き
続
き
強
く
要
望
し
て

く
。
併
せ
て
、
県
道
川
入
・
岩

線
の
４
車
線
化
の
工
事
に
伴

、
交
差
点
閉
鎖
に
つ
い
て
は
現

、
県
に
再
考
を
求
め
て
い
る
が
、

決
し
て
い
な
い
。
早
期
解
決
を

指
し
て
い
き
ま
す
。 

下
水
道
工
事
は
市
街
化
区
域
の

備
を
ほ
ぼ
終
了
し
た
。
し
か
し
、

体
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

行な（（立ま②南岡
 
点Ｊい井う在解目

 

整

（
土
）（
予
備
日
は
８
月
８
日
（
日
）
）

に
行
う
予
定
で
す
。
夏
ま
つ
り
実
行

委
員
会
は
５
夏
月
下
旬
（
５
月
30
日

（
日
）
）
に
設
置
す
る
予
定
と
し
て

お
り
、
色
々
な
ア
イ
デ
ア
、
ユ
ニ
ー

ク
な
企
画
が
あ
れ
ば
ご
提
案
を
お

願
い
し
ま
す
。 

③

 

秋
ま
つ
り
は
例
年
通
り
二
日
間

実
施
す
る
予
定
で
す
。 

秋
ま
つ
り
に
つ
い
て 

で

 

内
容
、
期
日
（
10
月
中
・
下
旬
の

土
・
日
曜
日
を
予
定
）
は
後
日
合
同

員
会
を
開
催
し
、
協
議
し
ま
す
。

役

  

【
福
祉
の
増
進
と
健
康
を
守

取
り
組
み
に
つ
い
て
】 

る

 

具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
町
内

会
独
自
の
敬
老
会
（
９
／
20
）
、
健

康
教
室
（
11
月
下
旬)

を
実
施
し
ま

す
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
親
和
会
、

婦
人
部
、
愛
育
委
員
会
、
民
生
委
員
、

育
成
会
、
は
と
ぽ
っ
ぽ
等
の
各
団
体

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

に

 

ま
た
、
学
区
敬
老
会
へ
の
参
加
や

各
種
検
診
に
も
愛
育
委
員
会
と
協

議
し
な
が
ら
受
診
す
る
よ
う
啓
発

ま
す
。 

し

 

【
防
犯
・
防
火
・
交
通
安
全
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
】 

①

 

年
末
夜
警
（
12
月
28
日
～
30 

防
犯
・
防
火
の
取
り
組
み 

日
ま
で
）
は
今
年
も
関
係
団
体
と
協

議
し
て
実
施
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
８
月
に
は
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
と
し
て
県
消
防
学
校
に
体

験
入
校
と
年
末
の
夜
回
り
を
予
定

し
て
い
る
。 

ま
た
、
防
火
教
室
に

つ
い
て
も
消
防
局
、
消
防
団
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
実
施
を
検
討
し
ま
す
。

本
町
は
市
街
化
調
整
区
域
で
あ

、
未
整
備
と
な
っ
て
い
る
。
現

、
岡
山
市
で
は
一
定
の
条
件
を

け
、
市
街
化
調
整
区
域
の
下
水

整
備
区
域
を
決
め
て
い
る
。
そ

中
に
花
尻
本
町
が
含
ま
れ
て
い

。
４
月
か
５
月
に
説
明
会
を
行

、
意
思
統
一
を
し
た
い
と
考
え

い
ま
す
。 

狭
く
汚
い
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

早
急
に
改
修
を
行
う
予
定
で

。
具
体
的
な
場
所
と
し
て
あ
か

町
２
箇
所
と
き
き
ょ
う
町
の
１

所
を
予
定
し
て
い
る
。 

ま
た
、

フ
ト
面
で
は
年
２
回
（
５
・
10

）
、
町
内
一
斉
清
掃
を
行
う
。
ご

出
し
に
つ
い
て
は
不
適
切
排
出

①
分
別
を
し
な
い
で
出
す
、
②

源
化
物
や
粗
大
ご
み
を
出
す
。

決
め
ら
れ
た
日
、
時
間
以
外
に

す
）
に
つ
い
て
は
監
視
の
目
を

め
る
。
悪
質
な
排
出
に
つ
い
て

岡
山
市
、
警
察
と
連
携
し
て
対

し
ま
す
。 

春
・
夏
・
秋
ま
つ
り
に
つ

て
】 

今
年
の
春
ま
つ
り
は
だ
ん
じ

・
み
こ
し
の
行
進
、
お
宮
で
の

灯
・
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
は
行
わ

い
。
し
か
し
祭
り
の
日
は
決
め

５
月
９
日
（
日
）
）
お
宮
の
清
掃

４
月
29
日
（
祝
）
）
や
の
ぼ
り

て
は
お
こ
な
う
こ
と
と
し
て
い

す
。 

春
ま
つ
り
に
つ
い
て 

夏
ま
つ
り
の
期
日
は
吉
備
・
陵

ま
つ
り
（
７
月
24
日
（
土
））
、

山
桃
太
郎
ま
つ
り
（
７
月
30
日

夏
ま
つ
り
に
つ
い
て 

 

所が箇②

 

交協るは業個す

 
 【

 

のそ願町し

 

年報と

 
 て内をま関
 まのい

 

Ｉす

 

募紙団

防
犯
灯
の
設
置
で
す
が
、
必
要
箇

に
つ
い
て
岡
山
市
と
協
議
し
な

ら
設
置
を
進
め
て
い
き
た
い
（
15

所
程
度
）
。 

ハ
ー
ド
面
で
は
シ
ュ
フ
レ
前
の

差
点
の
改
良
を
県
・
市
・
Ｊ
Ｒ
と

議
し
な
が
ら
早
期
に
実
施
で
き

よ
う
働
き
か
け
る
。
ソ
フ
ト
面
で

関
係
団
体
と
協
議
し
な
が
ら
事

（
自
転
車
の
乗
り
方
教
室
、
危
険

所
の
査
察
等
）
を
行
う
予
定
で

 交
通
安
全
の
取
り
組
み 

。町
内
会
の
広
報
紙
「
町
内
新
聞
」

月
１
回
の
発
行
を
目
指
し
ま
す
。

の
為
に
も
各
団
体
の
協
力
を
お

い
す
る
と
と
も
に
広
報
部
会
を

内
新
聞
作
成
時
に
行
う
こ
と
と

ま
す
。 

広
報
活
動
に
つ
い
て
】 

回
覧
板
の
取
り
扱
い
で
す
が
、
今

度
１
年
間
を
か
け
、
回
覧
板
で
広

活
動
が
行
え
る
よ
う
に
し
た
い

思
っ
て
い
ま
す
。 

町
内
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
し

で
す
が
、
平
成
14
年
度
に
電
子
町

会
の
指
定
を
受
け
、
編
集
委
員
会

中
心
に
Ｈ
Ｐ
の
更
新
を
し
て
い

す
。
各
団
体
の
皆
様
に
は
更
新
に

し
て
の
協
力
を
お
願
い
し
た
し

す
。
ま
た
、
サ
イ
ト
会
員
を
現
在

20
数
名
か
ら
倍
増
を
目
指
し
て

き
た
い
。 

併
せ
て
、
岡
山
市
と
連
携
を
し
て

Ｔ
講
習
会
を
実
施
す
る
予
定
で

。 ミ
ニ
コ
ミ
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
応

す
る
よ
う
努
め
ま
す
。
併
せ
て
、

面
の
充
実
を
図
り
ま
す
の
で
各
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 春の町内会一斉について下記のよう
たので、各世帯一人は必ず出席してくだ
★日  時 平成 16 年 5 月 30 日(日)午
★集合場所 本町西・中、あかね町→消
      本町東→長櫓裕治宅東、 
      ききょう町→ききょう公園
      みどり町→各班毎※詳細は

【
文
化
・
レ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
に

い
て
】 
つ

 
町
民
相
互
の
親
睦
と
交
流
を 

図
る
た
め
に
も
文
化
・
レ
ク
・
ス
ポ

ー
ツ
活
動
は
必
要
で
あ
り
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
。 

文
化
面
で

は
１
月
に
囲
碁
・
将
棋
・
五
目
並
べ

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
好
評
の
「
ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
」
も
行
い
ま

す
。
町
内
会
と
し
て
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
も
行
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
計

を
た
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

画

 

ス
ポ
ー
ツ
面
で
は
５
月

23

日

(

日)

に
町
内
会
主
催
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
行
い
ま
す
。 

 

ま

た
、
学
区
体
協
主
催
の
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会(

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
卓
球
・

学
区
民
体
育
大
会)

に
は
積
極
的
に

出
場
し
ま
す
。
特
に
学
区
民
体
育
大

会
で
は
２
年
連
続
競
技
・
応
援
の
部

優
勝
を
目
指
し
ま
す
。 

の

 

【
各
団
体
と
連
携
強
化
に
つ
い

】 

て

 

町
内
会
に
は
多
く
の
団
体
や
同

好
会
が
あ
り
ま
す
。
町
内
会
と
し
て

各
種
事
業
を
行
う
場
合
、
各
団
体
、

同
好
会
の
協
力
は
不
可
欠
で
あ
り

す
。 

ま

 

中
で
も
、
子
ど
も
会
に
対
す
る
対

は
積
極
的
に
行
い
ま
す
。 

応

 

【

 

町
内
会
の
財
政
は
年
々
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
先
の
会
計
監
査
で
も
指
摘
を
受

て
い
ま
す
。 

財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て
】 

け

 

今
年
度
は
健
全
財
政
に
向
け
た 

討ま

 

や

 

加上しすで

 

業のえ

 

【

の
詳
細
は
同
時
配
布
の
チ
ラ
シ
を

覧
下
さ
い
。 

ご

 

合
同
役
員
会
終
了
後
、
岡
山
市
の

情
報
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
岡

山
市
情
報
政
策
課
の
真
芽
課
長
よ

話
を
聞
き
ま
し
た
。 

り

 

そ
れ
に
よ
る
と
、
「
岡
山
市
の
情

報
化
は
全
国
的
に
見
て
も
１
・
２
位

で
あ
る
。
２
～
３
年
後
に
は
自
宅
か

ら
住
民
票
を
取
れ
る
よ
う
に
な
る

等
、
今
後
、
水
道
や
電
気
、
ガ
ス
と

同
じ
よ
う
な
生
活
に
欠
く
こ
と
が

で
き
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
な
る
。

情
報
化
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
暮
ら

し
は
大
き
く
変
わ
る
」
等
の
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。 

各団体役員約 30 人が出席して開かれた合同役員会

グラウンドゴルフ大会のご案
 
①日 時 平成１６年５月２３日(日)午後１時
②場 所 花尻ききょう公園 
③参加申込先 親和会会長(則武虎政さん)まで
④申込締切 ５月１５日(土)必着 
⑤申込方法 各団体（６人単位）で申し込んで
      個人でも結構です。当日チーム編
⑥賞品 個人賞（上位４名）、団体賞(上位４チ
※親和会、町内会役員の方は１２時 30 分には集
て

 

向

 

有産なる登

 

け

に決まりまし
さい。 
前 8 時より
防機庫前 

 
チラシ参照

議
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

す
。 

具
体
的
に
は
い
か
に
収
入
を
増

す
か
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
方
法
と
し
て
は
①
町
内
会

入
を
増
や
す
。
②
町
内
会
費
の
値

げ
。
③
集
会
所
使
用
料
の
見
直

。
④
寄
付
金
の
要
請
等
が
あ
り
ま

。
ま
た
、
支
出
を
い
か
に
減
す
か

あ
り
ま
す
。 

そ
の
方
法
と
し
て
は
①
各
種
事

の
見
直
し
。
②
各
団
体
の
助
成
金

見
直
し
。
③
経
費
の
削
減
等
が
考

ら
れ
ま
す
。 

町
内
会
の
法
人
化
に
つ
い

】 今
年
度
は
町
内
会
の
法
人
化
に

け
て
協
議
を
進
め
ま
す
。 

法
人
化
す
る
理
由
は
町
内
会
所

の
集
会
所
や
土
地
な
ど
の
不
動

は
現
在
、
登
記
上
は
個
人
名
義
と

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
法
人
化
す

こ
と
に
よ
っ
て
町
内
会
と
し
て

記
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
不
動
産
な
ど
の
寄
付
を
受

る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。 

年
間
行
事
計
画
、
夏
ま
つ
り
実
行

委
員
会
設
置
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
、
町
内
一
斉
清
掃
、
国
民

活
基
礎
調
査
な
ど
協
議 

生

  

４
月
25
日
（
日
）
午
後
６
時
よ
り

第
１
回
町
内
会
合
同
役
員
会
を
開

催
し
、
①
年
間
行
事
計
画
及
び
責
任

者
、
担
当
団
体
の
確
認
に
つ
い
て
、

②
町
内
会
主
催
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
に
つ
い
て
、
③
夏
ま
つ
り
実

行
委
員
会
の
設
置
＆
第
１
回
夏
ま

つ
り
実
行
委
員
会
の
開
催
期
日
に

つ
い
て
、
④
町
内
一
斉
清
掃
に
つ
い

、
⑤
国
民
生
活
基
礎
調
査
等
を
協

議
し
ま
し
た
。 

て

  

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
夏
ま

つ
り
実
行
委
員
会
の
開
催
、
町
内
一

斉
清
掃
、
国
民
生
活
基
礎
調
査
に
つ

い
て
は
下
記
の
よ
う
に
取
り
組
む

と
と
し
ま
し
た
。 

こ

 

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
構
成

び
詳
細
に
つ
い
て
は
町
内
新
聞

６
月
号
で
報
告
い
た
し
ま
す
。 

及
  

ま
た
、
町
内
一
斉
清
掃
に
つ
い
て

 

内 

より 

 

ください。 
成をします 
ーム)が有り 
合して下さい。

国

 

★健業にてま正す民
★員(がれ日てす★とす
夏まつり実行委員会の設置及び 

第１回夏まつり実行委員会開催のご案内 
 
①日 時 平成 16 年５月 30 日(日)午後 6 時より 
②場 所 町内集会所 
③参加範囲 各団体代表者（複数で出席）＆町内会役員
④内容 夏まつり実行委員会の設置＆第１回実行委員会
⑤議題 夏まつりの期日、実行委員会の構成、名称、 
        内容(出し物、夜店）,今後の日程等   
⑥その他  ※各団体とは助成金交付団体のことです。 

民
生
活
基
礎
調
査
の
実
施 

趣
旨 

厚
生
労
働
省
で
は
、
保

・
医
療
・
福
祉
・
年
金
・
就

・
介
護
・
所
得
な
ど
暮
ら
し

関
わ
る
幅
広
い
仕
事
を
行
っ

い
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、

ず
、
国
民
の
生
活
や
実
態
を

し
く
知
る
こ
と
が
必
要
で

。 

そ
の
為
に
行
う
の
が
「
国

生
活

礎
調
査
」
で
す
。 

基

時
期 

５
月
下
旬
ご
ろ
調
査

き
き
ょ
う
町 

谷 

政
勝
氏)

関
係
調
査
書
類
を
封
筒
に
入

、
お
配
り
し
ま
す
。
６
月
10

以
降
、
調
査
員
が
お
伺
い
し

、
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま

。 調
査
範
囲 

き
き
ょ
う
団
地

公
園
周
辺
と
な
っ
て
い
ま

。 
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時お学

 
 手２席

 

り斉

「
お
祝
い
の
こ
と
ば
」
が

み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

読

 

続
い
て
、
歓
迎
の
言
葉

が
６
年
生
の
信
長
ゆ
か

り
さ
ん(

き
き
ょ
う
町)

か
ら 

あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、

「
１
年
生
の
歌
」
を
新
入

が
元
気
良
く
歌
い
ま

た
。
最
後
に
校
歌
を
斉

し
、
閉
会
の
こ
と
ば
が

べ
ら
れ
た
後
、
拍
手
の

、
担
任
の
引
率
で
新
１

生
は
退
場
し
ま
し
た
。

護
者
の
皆
さ
ん
、
お
め

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

陵

 

南
小
学
校
に
は
１
５
８
名
が
入
学 

 

と
っ
て
も
良
い
子
ば
か
り
で
し
た 

人
で
帰
っ
た
ら
い
け

せ
ん
。
困
っ
た
こ
と
が

な
し
く
良
い
子
ば

か
り
だ
っ
た
と
思

ま
す
。 

職
員
、
来
賓
約
６
０
０
名
が

参
加
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。  

開
会
の
10
分
前
ぐ

ら
い
に
拍
手
に
迎
え
ら
れ
、

新
入
生
が
入
場
し
ま
し
た
。

午
前
10
時
に
入
学
式
は
始
ま

ま
し
た
。 

開
会
の
こ
と
ば
、
国
家
斉

に
続
き
、
学
校
長
の
挨
拶

あ
り
ま
し
た
。 

山
田
校
長
先
生
か
ら
は

今
日
か
ら
陵
南
小
学
校
の

年
生
、
仕
事
始
め
の
日
で

。
仕
事
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

つ
は
よ
く
勉
強
す
る
こ

。
二
つ
は
よ
く
遊
ぶ
こ
と
。

 

３
年
生
に
気
軽
に

相
談
し
て
欲
し
い
。
」

と
の
歓
迎
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。 

次
に
、
新
入
生
を
代

表
し
て
井
口
ま
み
こ

さ
ん
よ
り
「
期
待
や
不

安
で
い
っ
ぱ
い
、
教
訓

を
も
っ
と
う
に
３
年

間
充
実
し
た
中
学
生

を
お
く
る
。
」
と
の

誓
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、16
人
の
担

職
員
の
紹
介
が
あ

ま
し
た
。 

最
後
に
校
歌
を
斉

し
て
拍
手
に
お
く

れ
退
場
し
ま
し
た
。

  

平松園長先生のお話しを行儀良く聞く入園児達 
式

 

とし支し目可い

４
月
８
日(

木)

午
前
10

よ
り
吉
備
中
体
育
館
に

い
て
平
成
16
年
度
の
入

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

入
学
式
は
10
時
前
に
拍

に
迎
え
ら
れ
、
新
入
生

６
９
名
が
入
場
し
、
着

し
ま
し
た
。 

入
学
式
は
10
時
に
始
ま

、
開
会
の
辞
、
君
が
代

唱
、
岡
本
校
長
先
生
の

辞
と
続
き
ま
し
た
。 

校
長
先
生
は
「
一
人
ひ

り
伸
び
て
い
く
素
晴
ら

い
芽
を
持
っ
て
い
る
。

え
合
っ
て
伸
ば
し
て
欲

い
。
失
敗
を
お
そ
れ
ず
、

的
を
持
っ
て
、
自
分
の

能
性
を
探
っ
て
ほ
し

。 

わしえと

 

 

陵
南
小
学
校
の
入
学
式
は

桜
満
開
の
４
月
９
日(

金)

午

前
10
時
よ
り
体
育
館
で
新
１

年
生
１
５
８
名
を
始
め
、

５
・
６
年
生
、
保
護
者
、
教

自
分
の
力
で
行
動
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
元
気

な
生
徒
と
は
責
任
を
も
っ

て
自
立
し
た
中
学
生
で
あ

る
。
自
立
と
は
自
分
で
考

え
判
断
す
る
こ
と
で
あ

る
。
吉
備
中
学
校
は
生
徒

会
や
部
活
が
盛
ん
で
す
、

み
ん
な
の
力
で
素
晴
ら
し

い
吉
備
中
学
校
を
つ
く
っ

て
欲
し
い
」
と
の
式
辞
が

り
ま
し
た
。 

続
い
て
、

山
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ

ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し

。 次
に
、
在
校
生
を
代
表

て
小
林
さ
お
り
さ
ん
か

「
物
事
を
本
気
で
取
り

む
こ
と
が
成
長
に
つ
な

。
信
頼
で
き
る
仲
間

る

吉
備
中
学
校
に
は
２
６
９
名
が
入
学 

期
待
と
不
安
の
中
に
も
や
る
気
が
漂
う
！ 
生し唱述中年保で

れ
ま
し
た
。
先
生
に
対

、
新
入
生
が
声
を
そ
ろ

て
、「
お
願
い
し
ま
す
」

挨
拶
し
ま
し
た
。 

次
に
、
市
長
か
ら
の

陵は午ま

 

分組うの先ま

 

ばま子

三
つ
は
良
く
手

伝
い
を
す
る
こ

と
で
す
。
」
ま

た
、
保
護
者
の

方
に
対
し
て
は

「
人
格
を
尊
重

す
る
。
自
ら
の

わ
が
ま
ま
を
た

し
な
め
る
。
家

庭
と
学
校
が
協

力
し
て
ゆ
く
こ

と
が
大
切
。
全

校
生
徒
は
８
４

名

に

な

っ

」
と
の
話
で

た
。 

続
い
て
、
担

の
紹
介
が
行 
ん稚ま色遊あ一ま

南
幼
稚
園
の
入
園
式

４
月
12
日
（
月
）
の

前
10
時
よ
り
行
わ
れ

し
た
。 

入
園
式
が
始
ま
る
10

ぐ
ら
い
前
に
は
ふ
じ

、
も
も
組
、
き
く
組
、

め
組
毎
に
整
列
し
、
前

人
の
肩
に
手
を
添
え
、

生
の
引
率
で
入
場
し

し
た
。 

10
時
に
開
会
の
こ
と

で
入
園
式
は
始
ま
り

し
た
。
ま
ず
、
平
松
久

園
長
さ
ん
か
ら
「
皆
さ

は
今
日
か
ら
陵
南
幼

園
の
子
ど
も
に
な
り

し
た
。
幼
稚
園
に
は

々
な
動
物
が
い
ま
す
。

び
道
具
も
た
く
さ
ん

り
ま
す
。 

あ談とし

 

組れ

 

の披に豊いまリで南

陵
南
幼
稚
園
に

  

皆
い
い
子
で
入
園
式
い

 

は今とっい
り

 

唱が

 

「１す一と
歌
い
、
続
い
て
、
陵

幼
稚
園
の
歌
を
歌

ま
し
た
。 

約
15
分
で
入
園
式

終
わ
り
ま
し
た
が
、

年
の
入
園
児
は
お

９たし

 

任

あ岡ーた

 

しら組が
活宣

 

当り

 

唱ら
っ
た
ら
先
生
に
相

し
て
く
だ
さ
い
。
」

の
言
葉
が
あ
り
ま

た
。 

次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

の
担
任
が
紹
介
さ

ま
し
た
。 

続
い
て
、
市
長
か
ら

祝
い
の
こ
と
ば
が

露
さ
れ
ま
し
た
。
次

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
の

福
さ
ん
か
ら
お
祝

の
こ
と
ば
が
あ
り

し
た
。
次
に
チ
ュ
ー

ッ
プ
の
歌
を
全
員

は
８
８
名
が

園 

入

が
で
き
ま
し
た 


